
 

 

 

 

                     ［ 校長先生つぶやき、つぶやく（校長だより）］ 

                                                  

尼崎大空襲 25年前のあの日 80年前のあの日 

 私の祖父は、太平洋戦争で水兵として、ガダルカナル島へ行き、仲間の死を目の前にしな 

がらも、泣く泣く自分は生きて日本へ帰還することができたということ。 

 私の祖母は、知覧の特攻隊が開聞岳の裾から、飛び立つのを心震わせ、見ていたこと。 

 私の父は、大阪大空襲で、戦火を逃げ回る中、数メートル後ろにいた友達が爆撃にあい、 

目の前で死んでしまったということ。そして自分は生き残ったこと。 

 いつ死んでもおかしくなかったあの時代。奇跡的にも祖父や祖母、父の命がつながり、 

平和な時代を迎えることができた。 そして、私が生まれた。 

私は、2000年 6月 15日。25年前のこの日、息子を生んだ。 人生で最も「いのち」と 

いうことの奇跡を感じたこの日のことを忘れない。 

 同じく 80年前の 1945年 6月 15日。この日は、大阪大空襲で、大阪市域に加えて、 

尼崎市も焼夷弾空襲の目標とされ、444 もの B29爆撃機からの焼夷弾、爆弾、機銃掃射 

を受け、176,451人が被災し、477人の方が亡くなった日でもあるのです。 

3 月から始まった大阪大空襲では、終戦の前日 8 月 14 日までに 8 回の爆撃機の襲来があり、多くの方が亡くなった

記録が残されています。 

 我が子という新しい命が私に与えられたこの６月１５日は、戦争で多くの命が奪われた日でもあるのです。平和な世の中

に生まれ、生きる時間を刻み続けることができる今。 息子には、これからも、自分の命を大切に生きてほしいと願っています。 

  

週末の 14日（土）に森ノ宮にあるピース大阪に行きました。 特別企画展が 7月１３日（日）まで行われています。 

                    企画展が終わっても、常設されている展示から戦争について学ぶことができます。また近くでは、

立花南生涯学習プラザで、６月１９日（木）から 24日（火）まで、平和パネル展が行われています。

（QRコード読み取り）期間が限られていますが、お子様と足を運んでいただき、戦争を知り、戦争を

起こさないための学びのきっかけになればと思います。  

太平洋戦争の終結から 80 年を迎える今年。 戦争の記憶を風化させてはならないと、各所                

で企画展が開かれています。 この夏の家族の学びの一つとして、「戦争」をテーマにしてみてくだ

さいませんか。 

「私は、直接、戦争を知らない。だからこそ、二度と戦争を起こさない誓いをたて、平和を築く実行

者として、これからも真摯に生きていく。」  多くの学びと誓い。 恵みの雨の週末になりました。 
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       大雨、台風等による警報発令時の登下校と震災発生時の対応について 

 大雨や台風が心配な季節です。 いつ警報が出てもおかしくありません。 天候の心配がある時は、４月にも配付しており

ますみだしの文書をご確認ください。 ６月５日には、再度、ミマモルメにても、文書添付をしています。 また、学校ホームペ

ージにも記載があります。 当日朝のミマモルメ配信はありませんので、各家庭にてご判断くださいますようお願いします。

（午前 9 時までに状況に変化があった場合はその限りではありません）学校への問い合わせは、ご遠慮ください。まだ、ミ

マモルメのご登録がお済みでないご家庭は、登録をお願いします。 ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


